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この取扱説明書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいただぎ、あな 
たや他の人々への危害やお塵への損善を末然に防止するために、いろいろな絵表示を 
しでいます。その表示と意味は次のよラになつでいます。内容をよく理肖军しでから 
本文をお読みください。 


A m 



it この表示を無視しで、誤った取り扱いをずると、人び死亡または霞儒を負ラ 
a 巧能性び想定されるの容を示しでいます。 

^ この表示を無視しで、誤った取り扱いをずると、人び傷害を負ラ危険び想定 
される内容および物の握害のみの発ちび想定される内容を示しでいます。 


么記号はを憲を促す巧容びあることを告げるちのでず。 

図の中に具体的なミ主憲巧容(左図の場さは一般的な注意)か’描かれでい 
ます。 

( S ) 記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。 

図の中や巧傍に具体的な禁让内容(左図の場さはガソリン禦止)か‘描か 
れでいます。 

變記号は行為を強制したり指示ずるの客を告げるちのでず。 

図の中に具体的な指示の容(左図の場台は單源プラグをコン t ントか 
ら抜いでください)び描かれでいます。 


鑑 



® ガソリン厳禁 

乃ソリンなど揮発性の富い油は、絶細こ使巧しないでください。 
乂災の原因になります。 

@夕もれ盾険 

給排気筒（管、ホース）び正しく接続されでいるか f 

点検しでください。 

外れでいると運転中に排ガスが'室のに漏れで、危険 |_ 

です0 

® 給排気筒トップ閉そく危険 

積雪が'多いときには、給排気筒トップの圍りび雪で ^ 
ふさがれでいないことを確認しでください。ふさび 
れでいるときは、隙雪しでください。 
^運転中に排ガスび室巧に漏れで、危険でず。_ i _ 

雜温風吹出□をふをがないで C 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさいだ f 
り、異物を入れないでください。 グ ft 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や乂災の原因に 
なります。 






















©スプレー吿厳禁 , 

スプレー定を温風のあたるところに放置しないでく 
ださい。熱でスプレー定の圧力び上がり、爆発し、 . 
危険です。 


® 可燃性力’ス使用厳禁 

ストーブを使巧している部屋で、可燃性ガスび発をするちの（ベンジン、シ 
シナー、ガソリン）、スプレーを使巧しないでください。 

义災や故障の原因になります。 


A 


藝カーテン、可燃物近接禁止 
カーテンや燃えやすいちののそば、ほこりの多い場 
巧などでは使巧しないでください。 

义災が発をするおそれびあります。 

©输油時消义 

給油は、必す消乂しでから巧い、こぼれたなミ由はよ 
くふきとつでください。义災のおそれびあります。 


@異常時傻用禁止 

万一異常を感じたときは、使巧しないでください。 
冀常燃烧のおそれびあります。 

すみやかに運輯ボタンを[切」にしでください。 





常油は 
i 消义勘 







!温風に注意 

端風に直接長時間あたらないでください。 

お温やけどや脱水症^犬になるおそれびあります。 

@特におろ様や捂津善が;^’なな)不自由なちび使われるときは、周囲の人が十分達義しで《た 

ムさい。 ；；’. ふ:’'::''..'.'。.. •‘.； 

◎巧類などを乾爆じた場を、素柳こよヴで色あせずる弦とがあります。..:：：.み 


©高温部にミ主意 

燃焼中や消火直後は、温風吹出□巧おや給排気筒び高温になつで 
いますので、まなどぶ\れないよラ(こミ主意しでください。 

やけどのおそれびあ0ます。 

◎かさいおろ綠のいるご家庭では、特にを意しでぐたさい。 


® が解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 

不完をな修理や改造は、危橫です。 

お買い求めの販売店じ修理を依頼しでください。 












•指や棒を入れないで 

給排気筒トツプに指や棒などを入れないでください。 
けびや乂災の原因になります。 


•腰をかけたり、物をのせないで 
腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせない 
で<ださし、。 やけどしたり、ストーブが'変あするこ 
とびありまず。また、かびの部に入ると、感電、乂 
災、故障の原因になります。 


® 電源プラグ、コー•ド 

◎電源プラグのおき善しは、必ずプラグを持って巧 
っで <ださい。 

コードを弓 I っばって抜くと、/巧線の断線により、 
感電やショートによる発熱-発义の原因になりま 
す 

◎電源プラグやコードを傷つけたり、破損させたり、 
如エしないでください。また、重いちのをのせた 
り、加熱したり、引っぱったりすると電源コード 
が'破損し、乂災、感電の原因(こなります。 

◎ご使用にならないとさやシーズンオフ時は、安全 
のため電源プラグをコンたントから旅いでくださ 
い。 

ほこりなどの付着による絶縁劣化により、漏電や 
発熱•発义の原因になります。ときどき電源プラ 
グの点検 • 清掃をしでください。 



茲な7好 








® 電源の接続 

◎ 電源は適正配線された単相10 0 V のコン它ントながは使巧しな ^ 

し、でください。 発熱 • 発乂の原因になります。 ^ 

◎電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気 
器具とのタコ足配線をしないでください。発熱-発乂の原因に 
なります。 

® 変質な油に注意 

変質な油、ちれたミを、かの混じつでいる巧ミをなどを使巧しないでください< 
異常燃焼や故障のおそれか> あります。 


響な油の保管 

な油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に 
保管しでください。ガソリンなどと一緒に保管しないでください< 
誤って使巧すると異常燃焼や乂災のおそれか f あります。 






〇撼付け上の注意 

◎ お客様ご自身による工事は危険です。据巧け工事や移設エ雲は、 
必すお質い求めの販売底に依頼しでください。 

◎ストーブおよび給 S 自気筒の据巧けについでは乂災予お条例、5 
浦燃焼機器の設置薑準による規制びありますので、これにがつ 
で据付けでください。 

^ストーブ'の固定は、本体固定金具などで、確実に圈定しでくだ 
さい。 



•ほこりの除去 

つアンフィルターは、1週間に1回!^上掃輸しでください。 

つアンつィルターに!まこりびたまると、温風量びかなくなり、ストーブ' 
巧の温度び異常(こ高くなつで過熱防止装置び作動する場含がありまず。 



® 標高び1500 m な上の場所では使巧しないでください。（空気の濃度 
が薄いため、燃焼に必藝な空気び不足します。） 

高地で i ま巧される揚含は調靈か‘必霞です。（詳しくは、型紙藥面の 
工事説朗靈 ( 島地または延長配舊で使巧の場ち ) をご錢ください。) 




•温養、鹽育室、乾燥皇などでは絶対に使巧しないでください。 






窓のでや壁騷 
に設置 

遍風の循類を 
妨げないで 



變外気に接する窓のでや壁面に置くと、巧気か’ストープで暖めら 
れ、温風としで巧流しますので効票的でず。 


® 温風吹出口の前面に障雲物を置カザぶいでください。 

、を‘ 障藝物びあると、部屋の邁度にむらびできるばかりでなく、 
i 棒斌讀度が上質しでを睽です。 

©温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 

參出入□など人の通るところは、ぶつかると危暖でずので避けで 
ください。 


















運乾ボタン 






















^~~~ -定油面器リたットレバー 

標离調變 ホ;リコームー- -1 I — - — —巧 靈自翻 消义装慶 


誦 



































を）イラストは FF -(343 腿で説おしでいまず。 



(戳變点火ミンブ雞簡) 




























































































操作部。表示部 


を）イラストは説明のためを部点な-表示した状態です。 






因至宜岛 畳巧涅因 

团•謂 


® 温度点な（温度表示） 

左側：設定温度表示(じで〜30で） 

(ホじットの場含、白動的に22でにじットされでいまず。） 

__ち側：室内温度表示_ 

◎す前または、午後点な（時刻表示） ® 時計動作3□ン点滅 
ち側：時 ち側：分（例）午前8特30分 

e 切換スイッチを「タイフーをせ j にすると、タイマーじット時 
刻を表示します。（ホたットの揚合、タイ7—時刻は自動的に 
午前6 : 0 0じじットされでいます。時計動作コ日ンは消巧） 


八：か。 e な^ち を pass 

へ 〇广广 

0 年を 。とと 

が 点巧 

停電後再適電（ストーブ遵飯をまたは、ポット昇温時） 

〇 巧な assa ansE 

〇ザ巧 — • — 胃 — 

0 

〇 ; 泣 ' - ^ ' - * 

毎--一- 点な 

電源プラグをコンたントに善し込んだとき（時刻のホたット） 

厚電後再通輩（ス 1 ブ停止中または、ポットち卸時） 

na 。 因宙君因 S 内涅因 

A 〇 r 1 

。年な 。しし 

0 ホを 1" . . J 1 . ' 

がし 表示点な：チャイルド□ックのじット表示 
[し 表示点滅：チャイルド□ックがたットされた後、表あ巧換 
キーとゆらぎ営エネボタンながのボタンを押したとき 

A 巧ホ 技を這を 涅巧呂田 

へ 〇广 n 

〇年巧 。とゴ 

◎(例） f g 表示：巧麗き動消义装置の作動 
再度、点义操巧をしでください。 

©その他の f 表示は 28 ぺージを参照しでください。 


SmbBshI 

BijiiHlB 


日 FF 袁示 

おやすみタイマー終 3 後の厚 it 表示 


表示点滅：弱運黯中に温度調節ボタンを禪したとき 

























燃料 

燃料は必すな汹 （ J ほ1吾な油）を使厢しでください。 


m 么警告ガソリンなど揮凳性の高いミをは、 
义がの原因になりますので絶巧に使巧しない 
で < ださい。 




指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 

(义の気のない所で巧つでください。） 


注意 I 変質な油、ミちれたミ由、がの混じ 
つでいるな油などは、絶巧に使巧しないでく 
ださい。 

•[~么注意 I 灯ミ由は必ず义気-雨が‘ごみ- 
高温および直射日光を避けた場所に保管しで 
ください。 

ガソリンなどと一纏に保舊しないでくださレ。 
誤って使巧すると異常燃焼や义おのおそれび 
あります。 



〇 

巧油は 
めれたまま 





施 


不總滅總と . 


昨シーズンより持 
ち越しのな油 



長期間曰光じあた 
る巧や温度の高い 
巧に保管したなミ由 



容器のふたが聞け 
であったり、白い 
ボリ客器で保管し 
た灯油 


( 11 ® 

、心 




か-ごみや巧巧な 
外の油がほんのね 
すかでち混入した 
巧ミを 




ぶ‘ごみみゾリジ醒键V 
機撼迎 ‘てんぶを逆‘ 


® 極度に変質したちのは、黄创未びかったり、すつぱいにおいびします。 
爆な油はシーズン中に使いきりましよラ。 


圏変質财油や不純な油を使巧すると，’ • 

〇油の程慶にをよりますが、臟燒不度をおこしたり、 
ストーブの損傷を早め、故隨の原因になります。 

〇がやごみが送迎経路に流れ込み、燃燒不良や還义 
不良の原因になります。 


B 万一変質ロミをホす蒂 § 巧■油を使巧したときは、 

〇お賢い巧めの,販壳店'または、、.おおくのコ□ナお客 
樣ご相談,奋〇 (囊表紙参照)’にご遷絡ください。 


変質巧猫‘不純な油び原因でサービスを依頼されたときは、保証期間中でも有料となります。 
















ゾ主意 I 給油は必す消义しでから巧い、こぼれたなミ由はよくふさとってください。 
乂がのおそれびあります。 


圍繪適®寧麵返を篇 




を1□感 fc 覆禱 tos 



•市販の給ミ由ポンプなどを使巧しで、油置計を見な 
びら給油しでください。 

變ミを置計の針び「満」をさしたら給ミををやめでくだ 
さい。 


0給油後 ほ 痛 迪 □ にあるス、 I - レ'—ナを取り出しで、水や 
ろみがだまつでいたら 擺陈 をしでくださし、。 • . ， J :/. 


變給油□ふたは、確実に締めでください。 

ま Cl こぼれたな独はよくみき取ってください。'''':':界- 


‘ ◎給油の驗に、水•ごみなどを入れないように特にを屬しでください。 
◎水-ごみなどは燃焼不良やストーブの毒命おでなどの原因になりまず。 









® ご使巧中、油タンク巧のな油びなくなると、デジタル表示部に E ] または、〇び表示され消义 
します。 

©油タンクは、空にしないよラに、.旱めに窥猫しでください。 バ. 

.0 な油がなくなり、デジタル表示部に f 表示が出た囑含は、給油後、迄油經路のを氯抜きが必暨となります。 

圍變減經證©空篇拖藝 

◎初めで使巧するときやミをのれでデジタル表示部に f 表示びでた場含は、ミをタンクに給油した後に、 
空気抜きを巧ってください。 



•なミかび尿にこぼれないよラオイルフィルターの下 
になや、容器などを巧慧しでください。 




•送ミをホースをよく振り、送巧経路巧の空気抜ぎを 
十分に巧ってください。 



g 藝謹 S 臟说》覆 


•空気か韻けオイルフイルターの中にな油が満たさ 
れたら空気抜き巧ねじを締めでください。 







圍寇總画懸0な%3/ 



靈定油画器リたットレバーを1巨!!申しでげます。 
操作した後は、リじットレバーか’元の位置にもど 
つているか確認しでください。 

鑛点乂するたびにたットする必要はありませんび、 
据付け時や、シーズン初め、ストーブ設置場所の 
変更、 またはが麗宫動消义装置か’作動した後で泻 
運転するときは、リたットレバーを巧しでげでく 
ださい。 

® レパーの間に；ちのをはさんだり、'押しでげたままの 
が態には絶対にじないでくださし''む:''-;'ご''::.:'—二お'':^:'; 



圓又=ブ屬國鐵麵認 



奪';由タンクや送油管の接含部などから油漏れか’ない 
かどラか確認しでください。 


'油漏れのと'きは、'懐巧を中止じ、:池タシ,クの送油バル 
ブを閱じでからお翼いがめみ販売店にと相談ください。 


©電源プラグをコンたントに巧の根元まで確実に善 
し込んで < ださい。 


I A ; 圭思|/ 

電源プラグ • コ™ドの発熱.発义を防ぐために… 

〇擊源は、必す適正配線された単そ目 100 V のコン它ントを使巧し 
でください。 

9舉源コードは、透中で接続したり延長コードの使用-他の潭 
気器具とのタコ足範線をしないでください。 


爆ストーブの上や厨囲に燃えやすいをのを置いでい 
ないか確認しでください。 


給排気筒び圧しく接続されでいるか 
確認しでください。はずれでいると運転中に排ガ 
スび室内に漏れ危険です。 


誦 
















送逆バルブ 


©邵遠点乂は、12時間たつとき動のに賴除されまず。''' 
® 秒速点火ランプを<点巧しでいるとさは、邏敲障止中の 
み約1 00 W の消醫墨力がかかります。 、 

〇顔祗傳止中に秒遽点火ランブ‘が点なしでいるときは、 

、ストーブ上面びかし暖かくなりまず 。 A :ゴ排：! 
e タイマー經韶にすると嫂速点火は自戳的に解陈され、 
妙麓点火キーを}申してを砂速点かランブは焉滅し串せ 
照權襲聲露禱纖;義霸萬體麵を;錢變鑛體馨 11111 pi 


巧 巧ち巧よラ 

綱© 

V 逛陵图茵八 



-ズン初をの御惜巧瞬口車で记ム:如;^. 

能お、 V '續对とおりあが崇我がばら京'の間、'.攫気‘をしながらさ健巧《だミい。 
だにより、'1個で»乂しないことお银ります。この巧 K 古ブはた:ミス違乂轉に酉 
I * が、'それであ驚ぶじなが觸 S も'''点火操作を 2' 〜3回く'りかを:しでくだざ (A 
崎簡の免蟲かち適懿的だ白煙げ出る'どとびありますが、:'''養常'ではありません。 
r いるか放が顧結して冻顯霸にがるたがで、^巽溝懸焼による白煙ではありません。' 






•運輸ランプび点滅します。 

•予熱び完3すると自動点乂し、運転ランプは点な 
に変わります。 

' *難時、.臟富ど同時に献富を堯し約が；'興をで 
. 叫まありません。 

〇点乂籍巧から放題罐が)まち室溫によりをか変化しま 
ずが、約3巧のホ熱時間びかかりまず。 

0趨乂後、約 I 分で溫風び化始めまず。 


二とにより、点义時間を短縮させる機能です。 
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V 留度贊廣八 ロック 


■» 蓮点變 

運輸停止中にず熱しでおく; 


Si 





圈初妓てのご懷用 • シ- 


^、廢き勸のに点火を巧いま^ 
•參斜気溫がおくなると、おち 


3 乂く 
約 点で 
{ 。速せ 
るす妙さ 
ねま度な 
攀さ。一消 
にですラを 
。なびまをプ 
す点とし、ン 
まらこ乂はラ 
しかる点き义 
滅滅すでと点 
点点义妙る遠 
びび点巧す妙 
ププ速約隙、 
ンン砂、解で 
ララ、後をし 
义义と作义巧。 
点点}操点を S 
遠遠後义速-さ 
秒妙分点妙キだ 









溫度調麵齋變 >邊揮’ 



變温度調節ポタンを巧しで希望の温度にさわせでく 
ださい。 

◎ボタンを押しつつ’けると、表示は違続しで変わり 
ます。 

0ルームサーモじンサーにより、設定温度に瞄じで白動 
的に火力がのり変わります。:: す • f ' 

® ホ它ットの攪含、設定溫度は自動的に22でにじ、ジトさ 
れでいます。 V 

0設定温度は、にでから30でまでの靡固でじットできま. 
豪^^ 片; が:評痛編城 I 纖觀其'11纖 


室内温度表示は、ルームサーモたンサー周迈の溫度を感知しで表示ずるので、お部屋の温度計とは 
数値び了致しないことびあります。.. 

ルームサーモセンサーは、スド…ブの上部や論の受けやすい場所、.’直射日光やち気のあたる曝巧を 
避け、適巧な位》に取り巧けでくださレた:; 巧:..’.’. 



ネリめで使巧されるときには、ゆらぎ尝エネ運転モードに設定されでいます。（ゆらぎ省エネポタン点 
な） 

通常運歸にをどす場含は、ゆらぎ省エネボタン（□ックボタン兼巧）を押しで、ゆらぎ省エネランプ 
を消なさせでください。 

馨ゆらぎ省エネ選顧とは… 

室温び設定温度まで上昇し、一定温度を保って暖房すると媛かさを感じにくくなります。 

そこで义力(燃焼渥）を周期的にコント□ールし、室温を微妙に変化（ゆらぎ）させることにより、 
暖かさを保ちなびら义力を抑えで効果的に暖房します。さらに室温び設定温度より2で上昇すると、 
自動的に消义（たーブ消义）し、設定温度まででびると自動的に再点义し、室温を調節します。 
最ル火力でち室温力 《 上昇する場含（気温の高いとき、曰あたりのよい部屋）などは、ゆらぎ省ェ 
ネ運輯をお選びください。 


セーブ消火中は、ゆらぎ酱エネランプのみ点な’じを'か索ず。: V ";'., かち‘ ^ :•ぶ':';：'''.':' を姑 

.ゆらぎ酱エネ羅輯を解陈ずると、部屬の温度が上舜しでを、':巖ル火力で運輯しぎすので室温か‘が、し 
屬劍こなることがありまず r ベ'^.'ろが.引こ，'が:-ごい'^古':’.こ： V : ' ぶ’' が お'' .が-お; > も';;ぶ巧 
ゆらぎ餐立ネ運輸にかが卜ずると.;''輩源'プラヴを始し'かこが榜頸などがないかぎりご運結ボタンを 

巧す.と白動的にゆら尝爸エネ運転となりま:す。';.’.:''’:'.'.''.’:' ぃ.;’..';’:'':'’.'‘；'’'‘‘'''''';''‘''‘‘''. 門: ~ パ.； パ 



















室逼の調賣自 


■弱靈擊夏 

室温力 《 5でな上の場さ、設定温度に関係なく最小义力で燃焼を継続します。 



傷弱還輯ランプか>点なし、弱運輯を開始しまず。 

、. 0弱遲髓中に r 設定通度をを'える'ことはできません。''-' 
:.お: (温度調節ボタンを巧ずと、ア与おムと〇を示の点 
顯でお知らせします。）‘ 

•弱遲輯を解踪するときは、弱選觀キ…を押しで、 
號遷韶ランプを消なさせでください。 



藝強燃焼 • 弱燃焼とち工場出荷時に燃焼が態を調節 
しであります。 

•炎の状態は青いおの中に、いくらかの黄色い炎(雨 
义）び混じつでち異常ではありません。 


ベ肖火 
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響消义し、遷転ランプび消の■します。 

同時にデジタル表示部は温度表示から時刻表示に 
切!り変わります。 

(ゆらぎ營エネ運韶中の場さは、ゆらぎ尝エネラン 
プち消灯します。） 

® 消义後は本体の部び冷却するまで送風を継続し、 
約6分後に巧流巧送風機か’停止します。 














藥電源プラグをコンたントに差し込んだとき（未じット）、デジタル表示部は[]。°[]を表示 
します。 



變の換スイッチを I ■時計合せ」の位置にしでくださ 
い。 

©デジタル表示部は、午後 I /ミ!，‘に包を表示しま 
す。 


變時-分ボタンを押しで現在時刻を含わせでくださ 
い。 

•ボタンを巧しつブけると、表示は連続して変わり 
ます。 


0時刻を含わせるときは、年'前•'ホを准まちがえないよ 

'.'巧を屬しで ください'。‘-.'-'.. '' ん ' ::バ 


(例〉午前8時30分に時刻をさわせる 


•巧換スイッチを「時計 j の位置にしでください。 

戀時計動作コ□ンか>点滅し、時計動作を開始します。 


圓參寺等=麟刻®爸齡懸熱た 


參未じツトの場を、タイマー時刻は目動的に午前 [ fil ••に巧に它ットされでいます。 



•の換スイッチを「タイマー含せ」の位置にしでく 
ださい。 

©現在時刻の含わせかたと同様じして希望のタイ7 
一時魏にをわせでください。 


クタイマー 時刻 【さ、 .1 度た ジト すれば記瞻されます。 .， ，， 
タタ イマー 時刻 じッ 後は，の換 スイッチを 必す: f 時計 j 
..の 拉歷に含わせでください。' ' • 二'バ 


誦 


〇巧ち巧ぶ 


















懸^皆齋參麗 15® b < 


自 Y 


修ス I ブ停止中からのおやすみタイマー遲題はできません。 
選强ボタンを巧しでから操作しでください。 




泣を国反 窗巧留因 

0- : m 


傷おやすみランプび点なします。 

•1 時間後に宮動消义し、同時にデジタル表示部は、 
「な。。に巧となります。 


〇夕送 


夕巧-をせ 


換巧おはぶ5 

(9® © 

v 忽孩阁窃八 



おやすみづ 




變おやすみランプび消なし、運祗を継続しまず。 
變消义するときは、運輯ボタンを巧しでください。 


タイマーの傻用方法 


■ SB 讓 Q 參寺^-邏 I 夏® b 熱た 

藝現在時刻をさねせでいないと、おはよラタイ7-遷輯はできません。 

•還盛ランプび点滅します。 

麵麵卜議麵讓薩讚!^^?^^議麵 




於 

Mi \^\ 



•おはよラランプび点なし、デジタル表示部には夕 
イマー時刻か’表示されます。約5妙後に温度表お 
に変わります。 

響ちわせた時刻になると、ゆらぎ省エネ遲賴を開始 
します。ただし、弱還範中におはよラタイマーじ 
ットされた場含は、弱還韶で遷極を開始します。 

〇タイマー時刻、敲定温度を変えたい囑含な、おはよラ' 
ポタンを巧す前に変要しでください。’ 


Hi 離蹈^^^^翻画； /巧纖麵 


邏擊 i 號變> 


•おはよラランプカす消なし、消乂が態になります。 
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タイマーの懐用方法 


圍驗濟す藏^ © 膝^弓參邏顧 

眷ストーブ停止中からのおやすみタイマー運輕はできません。 

運輕ポタンを押しでから操作しでください。 




鐵おやすみランプ、おはよラランプび同時に点巧し 
ます。1時間運飽後に消乂し、おはよラタイ7— 
じット時刻になると、遲輯を闆始します。 


チがイ j レドロック 


おろ様などによるいたすら操作の防止や、誤って還範ボタンを押しでち点乂しないよラ 
にしたいとさに使巧する機能です。 


□ツク掌 


國押 * f 


〇巧ド沒を這芭 登巧忌良 

哉□:励野" 

'1、さ L 


を《11)句 ( 請な)をゃ叫 



iv 這度因应八 


獲停止中に□ックボタン（ゆらぎ省エネボタン兼巧) 
を3秒!^巧に3 ◎巧しで < ださい。 

變チャイルドロックびたットされ、デジタル表示部 
が III ] となります。 

變チャイルド□ックの辭除は、再度□ックボタンを 
3砂が内に3回巧しでください。 


0チャイルドロックのれット中は、邏極ボタンを巧しで 

'こ::.''’も点义しません。'''が';' :‘ ' ' 

(運爾ボタンを巧ずと、アラーぶどに U 表示の点滅で 
お知らせします。） : — 'こ、'''、’' 



給排気筒は高温です。やけどに';主意しでください。 

©ス1 -- ブや給排気筒には、巧暖房巧の熱交換器などを取り付けないでください。 

ストーブや給排気筒に不適当な熱交換器などを取り巧けると排ガスのか分力ぐ結露しやすくなり、結 
露水び漆結しで給排気简をふさぎ、不完全燃焼や排ガスび室闪に漏れる原因となり危険です。 

また、ストーブの寿命を短くする原因にをなります。 




















このス'•••ーブ'には巧のよラな安を装置力 《 ついでいます。 

すベでの安全装置は、異萬が'取り輸かれでち再度点义操作をしなければ選黯は停止した 
ままでず。 



.麵芸 JP 馨議园譲萬縣结 

:も;項:;海ミ^^勺或な綠編 

:: 

■ill 麵議諭 



〇 地麗や強い衝擊を受けたとき 

0ス1ブの周逛に異溝びないか 
確認し、点义操作をしでください。 

(作勁後は白翻のにたットされます。） 

藏 "IT 繁 ^ ^ 蠻'装遍 
、 ’、' • ': 、 ' ‘ 

燃繞制 III •鑛麗 

( E 1 または 115] 表示） - 

◎点义 S スをしたとさ 
曰遗中ま义したとを 

◎ 日常の点検 • ま入れ （21 〜25ぺ 
ージ参照）をしでから点义操作 
をしでください。 

◎ なおち異常びある榻含は、お買い 
ぶめの販売店にご相談ください。 

傷電變盛裝麗 
卜: .、□。。口'表を'...^ 

- 。。円 また tt [] 。。國 表示 

V (潛觸き） ノ 

◎淳單したとぎ 
® 電源プラク‘か > 抜けたとぎ 

◎ 通電後、点义操作をしでください。 

◎ 電源プラグを醒認しでください。 

疆觀臟 it 譲置 
ま全サーモスタット 
(表示部全消な） 

◎ 温風空気取入□や温風吹出 □ 

びふさびつたとき 
◎ス1 '•— ブ前面に障害物びある 
とぎ 

◎原因を取り綜いで、本体内部力ぐ 
冷却しでから点义操作をしでく 
ださし、。 




























r 

◎ 排気管の接続部びはすれたと 
ぎ 

© 排気营抜け検知巧1」ード線び 
はすれたり、断線したとさ 

@給排気筒および排気營の接続部 
に、はすれ.ゆるみびないか確 
認しでください。 

® 排気營抜け検が巧リード線端等 
固定ねじのゆるみまたは、はす 
れ < のれびないか確認しでくだ 

しし、。/^：； r ==^簿気ロキャッフ 
薩画^^^ 

/\イがを 優 巧け巧な!巧リード 緣1 

適電流瞄比装置•旧な) 

. :(表示部全消な)’. ぶみ;'' 

忌 巧部酌線の シヨー トによ0過 
電流び流れたとき 

©シヨートの原因を取り隙き、電 
流ヒューズを交換しでから、点 
义操作をしで < ださい。 

臺瘋異常上爵防止装置 
(医 0 表示） 

◎ 部屋の温度び5()でな上になつ 
たとぎ 

® 窓をあけ、部屋の換気をしてか 
ら、点火操巧をしでください。 

圍圍。圓證顯 

薦霞© 響 A 暑 

1 


点検•を入れは、消义後ストーブカタ十分冷えでから、必す電源プラグをコンじントから 
抜いで巧つでください。 

- ''資気部品の分解や巧販品との交換は絶対にしないでください。 

讀燃焼部の分解はしないでください。 


スト—ブとストーブ周囲の点躬 


(使用ごと） 



@1 A 注意 I ストーブの周国は常に整理.清掃し、 
燃えやすいちのを置かないでください。 



©ほこりやミちれをそのままにしでおくと、油びしみ 
たりしで危険でず。 

ストーブは、いつち清潔にしでご使巧ください。 

嚇ミをび漏れでいたり、ミ由のたまり、にじみびないか 
点検しでください。 

© 油漏れのあるときは、お園いホめの販売店に修理を依 
頼しでください。 























■繪瓣懿鐵鑛 tt'TIl 

圍繪瓣 aS 屬 H の师醫物 



趣タンク®水顯 I 


•レ公警告 I 給排気筒(管.ホース)び正しく接続 
されでいるかときどき点検しでください。 

はすれでいると遲輯中に排ガスび室内に漏れで、 
危険です。 

◎シーズン初めには必す点検し、くち力 《 巣をつくつ 
たり、異物か’入つたりしでいるときは必す掃除し 
でください。 


けが®福が気筒がつまると不完を燃焼をおどレま南' 


•給が気筒およびトップの周画に障害物び置いでな 
いか、ときどき点検しでください。 

障害物か’置いである場さは、移動しでください。 

•給排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧けると 
さは、排気管の接続部内部にはめ这んである〇リ 
ンクカぶ破損しでいないか確かめでください。 


.破擴しでいた禱 含は、、.,， お麗いずめの販売店に巧換をの 

爾薩麵譲麵 iiiB 麵 


(■) シーズン1〜2固) 


油タンク巧に水びたまると、化グージのな油と水の境界面に病をの淳ろび浸き上びります。 
側売 TC -40 K お油タンクの場さ） 





が巧き 
バルブ 


•落ろカリ琴き上びつでいたらか抜きを巧ってくださ 
い。 


•か抜ぎバルブの下に容器を置き、水旅きバルブを 
かしゆるめますと油タンク内のかび出で、落ろび 
沈みます。水をおいたら水抜きバルブを固く締め 
でください。 

雜ホ:抜き後は、油漏れか’ないか必す確認しでくださ 
い。 


@油タンク内には、？火やごみびたまりやすく、をくたまるとストーブのちへ流れ出し、な油の流れを 
妨げて十分な乂力が出なくなります。ときどきかグージの点樸を巧ってください。 
















定涵面器ス b レーナの掃除 

に己^^^^^^^^^^^^^^^^^^ ^^^^^^^^^^^ ^ ^^ ^^^;^ 占^ , 三品^ ,; 北,;捕……;,謬….山,匿術而 _ 二:•一-:——：二：こ:.•.二-ニニ:.: 


(1 シーズン1回） 
お賣い求めの販売店に依頼してくださし、。 


定ミを面器には、ごみを除くためのストレーナカ《ついでいます。かやごみびたまると、なミ由の流れを妨 
げで十分な火力力く出なくなります。シーズンの終りには、巧のよラに掃除をしでください。 


I 鐘變:送漏バ蠢或馨園！;覆 



式 hL /-^ 少止緣 ft じ屬 





スレ《ず黎養 ft い嫁 
な油管寶資鬟'驚い 1 —S 



©ストレーナの掃除□じ八ガキなどの層紙を達し込 
んで、油ガイドをつくり、そのでに容器を置いて 
ストレーナの止めねじをゆるめではすしでくださし、。 


戀ストレーナを抜き出しで、きれいなな油の中です 
すぎ洗いしでください。 

® 絶 巧に水で洗ねないでくださ.し、。- 


組み立てるときは 

0ストレーナゴムパッキンを忘れないようにしでくださし、。 
固ストレーナの止めねじを、固く締めがけでください。 


© ストレー子ををに入れないでください。 
® 油漏れびないか礎認しでください。 


オイルフイルタの掃除 お置し、ホめの販売店に ぶ頼してくださし、。 

I■口-■■…… ■ ■ _|，|||‘| -= 11 :ゴ • I : , : , ! 少 I ご . ：ご . * - 1 1 ’.y. i 111 • * ク 节.ザ ，巧八-て' 瑞 f; ド；的 ;づ气ミ..ださ;プ:?^与早革5:_-だ 11 .-^ 号 I ;u 早:''ご r'~~iyir^-' 

オイルフィルターにごみやかわすこまった場含は、巧のよラに掃除を巧っでください。 

(ストーブの保管時に、オイルフィルターの巧ミ由を抜き取るときを、同じよラに巧っでください。） 




















のぞき窓の透明度が屬くなつたときぉ買し、求めの販黄店に誦してくださし、。 



® のぞき窓をはすしでふく爆さは、なのよラにしで 
ください。 

® 前パネル • グリルをはすし、のぞき窓をとめでい 
るねじをはすしで、しめらせた巧でふき取つてく 
ださい。 

9ねじ部は常温になつでからはずしでください。 

0ちとどおり、巧一にねじを締めで固定し'でください。 


'のぞ妾窓をははずしたときは、パ'ッキンを新蟲と交換しでくだ苗が。 


ファンフイルタ~^掃除 （週1回む上 } 

:' 作 — 一二 --^ て广で .. り .- irr-n.iirrin '.r - . ..「「 ‘ 

1_么ミ主意1ファンフィルタ—は1週間に^回上掃除しでください。 

ファンフィルターにほこりびたまると、音び大きくなっで温風量びかなくなり暖房出力び低下すると 
同脖に、ストーブ内の温度び異常に高くなって、過熱防止装置（安全サーモスタット）び作動する場 
含びあります。 

巧の字順に従って、フアンフイルターをはすしで掃孫しでください。 




還麗獲續 it 曹 S 





77 ン 71 ^ル參=奪 
觀り賴 Its . 


變遷乾を停止し、対流フアンび止まつでいることを 
確認してください。 

@ファンフィルター上部のとつでを持つで手前に引 
き上げるとはすれます。 


變掃徐機などでフアンフイルターについたほこりを 
取0除いでください。 

馨ファンフイルターをちとどおりに取り付けでくだ 
さい。 


うァ'シフみしクーを挺ずしたままみが態では;、’';絶御な！輯じないでください< 













長期間ご使用になりますと、機器の点淚が'必憂です。 

戀2シーブンに1回程度、シーズン終3後などじ、お買い上げ店または修理資格害〔(お）曰本5油燃 
焼機器保守協舍 （TEL 03-3499-2928) で巧ラ按術管理講習含修3蓄 （S 油機器按術管理±)など） 
のいる店などに点検巧頼されることをおすすめします。 



地麗などの災害力す発生し、製品に振動や衝擊び加わったときは、獲範前に必ず次の点検 


を巧つでください。 

® 給排気筒园りのはずれ、漏れの確認 
を な油配管からの漏れ確認 


点検で異萬び見つかった場合は、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 








次 0 ぶラ殘现象は®難では擬り蒸擅/ y。 

©修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 



: 議讚-运;:;:遍論諭欄! づ舊苗堪 a 

願 

念 

瞧, 

. 0 

' .讓懸 

鑛: 

邊 盛を 錢. 

M 

.巧縱? 

:- •„■ ■,.... 

巧茜賈薇 

そ！!めで使巧するとき、煙やじおいびでる。 

耐熱壁料やほこりなどが焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

初めで使巧するとぎや、シーブンのめのネ刀 
使巧時に1回で這火しない。 

送ミを経路の空気たまりなどじより、1◎で讀义しない 
ことがあります。 

定ミを面器リ它ットレバーを1◎巧しでげでから2〜3 
回点义操作をくりかえしでください。 

すぐに点火しない。 

石ミ由ガス化ちすのため予熱時間び3分程必要です。 

(予熱時間は室温によりをか変化します。） 

燃烧開始時や消义をに「ピチピチ j といラ 
音びする。 

本体の部び熱により膨張、収縮するためでず。 

異當ではありません。 

点火しでちすぐ温風び出ない。 

不快なち風を出さないためであり、本体の部び暖まる 
と温風か’呂勸的に吹ぎ出でぎます。 

消乂しでち温風が出でいる。 

本体の部び;ちがするまで送風を継続しまず。 

圆 

m 

H 

点义プラグ.フレーム□ッド-パーナヘッ 
ドびホくなる。 

がに熱せられで帝熱するためです。 

おのみに黄色いおか’混じる。 

異常ではありません。 

會' 

m 

備 

給排気筒の先端から選続のに白煙か’出る。 

外気温か‘おくなると、が気ガス中に含まれでいる? J く巧 
び凝結しで水霧気になるためで、異常燃焼じよる白煙 
ではありません。 


/ が J 
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immm 

Hr 

pi—HB 

■■|圓拓 一 
llliHIII 


IBlI 


P ^ PiwS^w y .を'だ思爲 


■■国■画晒 BHHHEI 

iiihI|HHh^hhb 


I 


■■■BBII 

■Bl 

■llliiia 


標凝詞莖ボリュームを撥國に合わせで翻節 
する（エ擊説明 S r 獨地または延摄扱蔭で 
应闲の場音 J 參照） .； お 


窓をあけ、 S 8 陸の換気をする 


だ 


墓蟹霧驚！;赛瞭比毅慶巧悼風 


が気密の搜溺部およびが気 g 披け換巧掩リ 
-ド線の搜溺韶のはずれを点検し、はすれ 
でいたら庄しく接観する 幾 


EG 


排窥驗巧覆 


歷奕に巧癖ずる 


鏡'氣衆絲新まがれでおる 


度質の巧油を懐用ずる 


巧廣疑擁葱.儀規じでが凌: 


踏源コード’ヒューブをな換する 


壊顔〕苗ドを渐議あヒゴ己ズが g 歸 


25 


騷讓物をおり除く 


滋围聪出□びふさび 
れでいる - 


22 


おおつでいるをのを取り除く 


給が窥醫のを鹽なお瓶樹1宏慶を篆梟裏 


排気をの接親固巧び正しく取り巧けられで 
し、るかな検する 

八’ツキンか憾媽しでいたら巧換ずる ぷ 


資锡陸の邊窥劇こずきまがあるまたは、:パ 

夕鐵麵議議議艇 


.26 


f 地麗などのが蜜び発生したとぎの岳 I 横につ 
いで j の点檢巧目を蹈顔し、還轟ポタンを 
巧しなおし、再な义ずる ％ 


ES 


強い簿懸があつだまたは、ス h — ブじ衝繫. 

をちえだを巧;':な...た:' 


33 


延長 3 m 、 曲がり3慰蜗なでにする。 
ただし、標窗 800 mm 上の离拙で肤延援 
2 m 、 曲がり3慰巧なでにする X 


締め画す 


透竊パイブの錢ナットがレをつていない 
が顔糧巧お8が摄ずぎる；; 


巧 


li じツトレバーを1固巧しでげる 


定逆を麗リたットレバーがをットされでい 
ない 


〜12 


給化する 


化£4 


猫クジクにな泣がない; 


適題されるまで!きつ 


停塚'' h '' 


コン t ン h に歷巧に這しなむ 


黎讓プラクをコ > iUIIM 2/6 iW 

0!^禱離 i 葬詔靖禪お苗離醉禪靖無醉雜萌斌强類鶴蹲姑か舞殺数線済鶴嫉翅? 


〇;欠の表にちとブいで、ちラー度お隨かめください。 

曾処置ちまで※巧の項目や、処置ちまにより処置しでち良くならないときは、お買いずめの販売店に 
ごホ旨談ください。 


就綱加が 

を舍ま f 


参照ずるぺージ 


巧乂で燃るる 


巧び大きくならない 


においびする 


油騒れずる 


Is 


遲疆ランプをつかない 
獲顔しない 


がび透中で消えでしきつ 


大きな燃焼富をあびで樹える 


点义しない 





















































©r 逸!^注意 1 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調鬻び必要の場含には、お買い巧 
めの販売店または、修理資格者[(財）曰本5油燃焼機器保守協舍で巧ラ技術管理講酱舍修3着（石 
油機器按術管理±)など）のいる販売店にご相談ください。 

部蟲交換は 3 D 誤誦靈麵議とご齡くださし、。 


档耗 ◎ 劣化し^ずい部 


口 

pp 


:換が必要な部品: 




® 長期間の使巧により消耗 • 劣化しやすい部品 

バーナ ヘッド. バー ナヘッドリング.電極.フ レー ム□ッド 
® 変質*不純な油の使巧じより冀化しやすい部品 

オイルフィルター • フレームロツド • 気化簡-'靈磁ポンプ 



おしまいになるとさは、曰嵩の点模•寺入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 


1•電源プ受グ潑11ン獻ら撫くださ U 。 

2。つで>つィ瓜夕"漏隱邊し^くだ遂い。（巧ぺ-ジ参照） 

3 •總參 > 梦®な遞獲靈養®っでくだ蒼 U 。 

•か、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になります。 

4 .对斗瓜つィ J ^夕^念定漏麗器 ra ®な漉をすぺで癒 

蹇爾っ " C * ください。 （23 〜24ぺ-ジ参照） 

5* 雍餘®ご毅^®こ^獲臟っ^くだ簽 U 。 

©掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6 。 幕傑をし錫らせた齋で湯 ft 遂遲とし "C から、からぷ蹇 し Z くだ這 

(24 ページ参照） 

7。 又 h - ブ膝で髮るだ I す fi 側すた豪繫保醫 b でく黨送 U 。 

@温風吹出□や費面のフアンフィルターにほこりなどか了こまらないよラカバーなどをかけでく 

ドゴし、 

©どラしでち取りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしな 
いよラおしまいください。 

@巧シーズンに据巧けるときには、必ずお買い求めの販売店に依顆しでください。 

◎ 取扱説明霊を犬が)に保管しでください。/; 




















燃料消費量 


発熱曇(入力） 



暖房お力 


標華適室 


ル 


最大 


最ル 


百 _ L « 

取 ス 


ル 


ル 


温暖地 
賽巧地 


質 量 


電源電任及び周波数 


点乂時 


燃焼時 


給排気筒呼び径 


定格消費電力 


______ FF - G 330 S FF - G 430 S 


_ 気化す-強制給排気お-強制対流お 


電気点义す 


なミを ( JIS 1号灯ミを） 


__0.431 L/h 0.561 L/h 


0.167しル 0.167 L/h 


— _14,860 kJ ル (3,550 kcal / h ) 19,340 kJ/h (4,620 kcai ル） 


一5,780 kJ/h (1,380 kcal / h ) 5,780 kJ/h (1,380 kcal / h ) 


93% 


93% 


3.84 kW , 13,81 0 kJ / h (3,300 kcal / h ) 5.001 < W ,1 8,000 kJ ル (4,300 kcal / h ) 


1.49 kW , 5,360 kJ / h (1 ，挑 Okca ! ル） 1.49 kW , 5,360 kJ / h ( l 280 kcal / h ) 


木 造 16.5! Tf (10 置)まで 

コンク! J — 卜23.0の2(14養)まで 


木 造 16.5 nf (10 置)まで 

コンクリート託.5が(16量)まで 


木 造21.5の2(13靈)まで 

コンクリート30.0 nf (18 量)まで 


木 造23.0 nf (14 薑)まで 

コンクリート 34.5 nf (21 置)まで 


言さ480圓幅690麵奥巧31 0 mm (置台を含む） 


21kg 


孽相 100 V 50/60 HZ 


最大650/6如 W 


33/36 W 37/40 W 


音 

35 d 己(最大燃焼時)/の d 目(最ル燃焼時) 

37娘 ( 

巧 

煎 


給排気筒壁賃通部孔径 


排 気 


流 



その他の装置 


イ守属 品 


75晒または65隱 


260でがで 


8 A 


巧震き動消义装置-点义安全装置-燃焼制御装置.停電をを装置 
過熱防止装置（ちをサーモスタット） 


_排気管抜け檢知装置‘過電流防止装置‘室温異常上昇防止装置 


給排気筒じツト1•型紙1•置台1 . 取扱説明書1 . 
送ミをホース1(締付金具2個は） 


























































外形寸法図 





ち 


iMUll 



標おおが気窗取〇巧け巧 



がジトヴ J 吉スタ 

賓堪-奏タット 




















































藝このコロナ密閱な 5 ミをス J ブには保說警か‘ついでいます。 f お買い上げ曰.販売盾咨」などの記入をお確 
かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでくださし、。 

感係証期間はお買い上げいただいた日から1年間です。 

樓巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。 

圏変質な油や不純な油など、また巧組]^夕1•の燃料使用による故障や擊故。 

圏誤った使巧ちまによる故障や擊故。 



感本雲の「お障-異常の見かけちと処置ち劑 （27 . 28ページ参照）の頃にがって調べでち良くなら ない とき 
II 播'器京、グ 補し、でも 獄 、すくめの 販 進または、 お あくの]□ナ總様ご誦辦（臟禱照> 【 こご 


©保証期間中であれば保証雲の規定に従って無料修理させでいただきます。 

國保証期間び週ぎでいるときは 國補修捕性能部晶の嚴 f 氏保育期間 

〇お資がずめの酿謂店にごす目談ください。 な召油ストー•ブの講修南性能部品（磯能を絡持 


修理によつで使用できる製品についではお舊 
様のご靈蟹により有料修理いたします。 


ずるたがに必愛な部韶）の麗低保有期間は製 
造むちの0後7ホでず。 


〇輸送時や邏搬時に定油画器巧にな油び残ったままですと、傾きや振動でな油がこぼれることびありまずので、 
必ず巧き取つでください。 



据< 


[肺 


巧ミ I 


:お〇咬び据付け要領 



o [ zh ミ壬憲]ストーブの据巧けについでは、乂災ず檐条例など各種の規制か‘あります。 
据付け工事は、販売底-ェ擊底に依頼しでください。 


■電氮|夏線 

• [ A ミ主意 I 電源プラグは、必す適正配線された単相 1 00 V のコン它ントに善し込んでください。 


■式!-™苗>0國證 

地震などによる题倒防止のため、付属の本 
体固定を具を使巧し、壁面にしっかり固定しでくださし、。 
本体固定を具か A 使そない場所では、巧固定金具 （ F -82 : 
別売部品）を使巧し、巧に固定しでくださし、。 


©ストーブは、壁または床に必す固定し 

画賺繼ぎ簡禱 liiiiliiiBiliii 聽 

© 甄倒防止のため、...固定できない惕所で- 
ふ..はを巧レないでください。'、;:’： 



® \ A 醫 告積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取り巧け場巧を選 
定しでください。また風がよどむよラな場巧では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こずこ 
とか‘あります。 






がのぶ縣お扇） 


〜マントルピースなどに 設置す る 場合〜 



巧固を函質 巧恃固ををな 

げ•の；則巧8ミ班） 


瞩付け工事後の麵認 

一ニニ-‘'ご一-•.，'、..一ご二..'-'.-〜-..'•.一' "..，.，- -- 一.-’,-.•-—.. 禅巧巧ザ??巧巧一〜 W 〜乂巧。ながで ■• r 研:-'一■■一•ロー'.'•亡 " T -* 亡'.--こ • 1',,.1の , TIT Itii.it r . i ., r " rr ' n -' i . nri -. in . r . ri .- i ., r - i .... i . 1_1止'〇1,に1 に "" t 町…… n"--n t - t-.-.-t 

1 . ストーフカ 《 聲または床に固定金具で固定されでいることを確認しでください。 

2. な夫な巧面に据巧けられでいることを確認しでください。 

3 .ストーブおよび給が気筒と屆囲の材料との距離は乂がす防条例で規制されでいまず。 
r 標華据巧け例」を参着にし、確認しでください。 

4. 給が気筒の賃適部および寸法は工事説明書の r 給排気筒の取巧け J を参照しで礎認して<ださい。 

5. 延長設置の場さは、延長 3 m なで、巧り3箇所な下で巧つでください。 

ただし、標富800 m な上の高地では、延長下、曲か’り 3窗 P 斤がでで巧つでください。 

6. 油タンクはストーブとの間に、防义上有効な壁などびない場含は 2 m な上離しでください。 

0ストーブにが麗しでいる送迎ホースまたは、指定の送猫ホースな州ま、使巧しないでぶださが';:;ぶ'':ぶ這/:''''. 

0散由ホ-スを屋.がでは使用しないでくださし、。 ；..','..'. 

7 .適のな位置に電源コン忆ントび設けられているか、また電源コードが'給排気筒に離れでいないか 
確認しでください。 










2。邏蘭掌參>屬|甲1^^<賠篡^。 

® 獲髓ランプび点滅し、約3分後に点义します。 

變点火後約1分で巧流巧送風機がまわり温風がでます。 




誦熙品 錫 ;;V ' 義％養需; . 

厕轉塗料などび焼けで煙とにおいがでます.。..窓岩南’けで部1の換気をしで.ぐだ'きい: 


擊憂冠1參>覆师 b 卷.消烫 b ^< 緩邀 U 。 

感逕輯ランプか’消灯し、約6分後に燃烧巧送風機、巧流用送風機カタ止まります。 
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